
   青森公立大学研究科教授会規程 

平成２１年４月１日 

規程第１５号 

 

改正 平成２３年 ４月規程第２２号 

改正 平成２７年 ３月規程第 ２号 

改正 平成２７年 ３月規程第１５号 

改正 平成２８年 ６月規程第１８号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、青森公立大学大学院学則（平成２１年規程第３号。以下「学則」

という。）第８条第２項の規定に基づき、青森公立大学経営経済学研究科教授会（以下

「教授会」という。）の組織、審議事項及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （組織） 

第２条 教授会は、次に掲げる者（以下「教授会構成員」という。）をもって組織する。 

 (1) 経営経済学研究科（以下「研究科」という。）の授業を担当する専任の教授、准

教授及び講師 

 (2) 事務局の職員で次に掲げるもの 

  イ 事務局長 

  ロ グループリーダー 

  ハ チームリーダーのうちから事務局長が指名する３名以内の者 

２ 休職中の者及び青森公立大学長期研修制度運営規程（平成２１年規程第３０号）の

規定に基づく研修中の者は、前項の規定にかかわらず、教授会構成員に含まないもの

とする。 

 （審議事項） 

第３条 教授会は、学長が次に掲げる区分に応じ、別表に掲げる事項について決定を行

うにあたり意見を述べるものとする。 

 (1) 研究科学生の入学、課程の修了 

 (2) 学位の授与 

 (3) 前２項に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で学長が教授会の意見

を聴く事が必要であると認めたもの 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長（以下この項において「学

長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の

求めに応じ、意見を述べる事ができる。 

 （議長） 

第４条 教授会は、研究科長が招集し、研究科長がその議長となる。 

２ 研究科長に事故があるときは、研究科長があらかじめ指名する者がその職務を代行

する。 



 （会議の招集） 

第５条 教授会は、定例会議及び臨時会議とする。 

２ 定例会議は、毎年度４月、７月、９月、１２月及び３月の第４水曜日に招集するの

を例とする。 

３ 臨時会議は、次に掲げる場合に招集する。 

 (1) 研究科長が招集の必要を認めたとき。 

 (2) 教授会構成員の３分の２以上の要求があるとき。 

 （会議の成立等） 

第６条 教授会は、教授会構成員の３分の２以上の出席により成立するものとする。 

２ 会議は、非公開とする。 

 （会議の議決） 

第７条 教授会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決す

るところによる。 

２ 前項の場合においては、議長は教授会構成員として議決に加わる権利を有しない。 

３ 前２項の規定にかかわらず、教授会が特に重要と認めた事項についての議決は、出

席者の３分の２以上の同意を要するものとする。 

４ 教授会構成員のうち第２条第１項第２号に掲げるものは、第３条第１項第２号に掲

げる事項その他学術研究に関し高度の識見を必要とする事項で研究科長が認めたもの

に係る議事については、議決に加わる権利を有しない。 

 （表決の委任） 

第８条 やむを得ない事情により教授会に出席できない教授会構成員は、議長を代理人

として表決を委任することができる。 

２ 前項の場合における第６条の規定の適用については、当該議長を代理人とした教授

会構成員は、出席者とみなす。 

 （教授会構成員以外の出席） 

第９条 教授会が必要と認めたときは、教授会構成員以外の者を会議に出席させ、説明

を求め、又は意見を述べさせることができる。 

 （議事録） 

第１０条 議長は、議事録を作成しなければならない。 

２ 前項の議事録及び教授会の会議資料は、公開とする。ただし、公立大学法人青森公

立大学情報公開規程（平成２１年規程第２８号）に定める不開示情報及び教授会が不

開示とすることが妥当であると決したときは、その全部または一部を非公開とするこ

とができる。 

 （事務） 

第１１条 教授会に関する事務は、総務企画グループにおいて処理する。 

 （委任） 



第１２条 この規程に定めるもののほか、教授会の議事及び運営に関し必要な事項は、

教授会が別に定める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

 この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

 

   附 則（平成２３年規程第２２号） 

 （施行期日） 

 この規程は、平成２３年４月２５日から施行する。 

 

   附 則（平成２７年規程第２号） 

 （施行期日） 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成２７年規程第１５号） 

 （施行期日） 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成２８年規程第１８号） 

 （施行期日） 

 この規程は、平成２８年７月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表（第３条関係） 

区分 事項 

研究科学生の入学、課程の修了 

研究科学生の入学試験の合否判定に関する事項 

研究科学生の再入学に関する事項 

研究科学生の転入学に関する事項 

研究科学生の編入学に関する事項 

博士論文、修士論文等の審査に関する事項 

研究科学生の在学期間の短縮に関する事項 

研究科学生の課程修了判定に関する事項 

学位の授与 学位（博士及び修士）の認定に関する事項 

前２号に掲げるもののほか、教育

研究に関する重要な事項で学長

が教授会の意見を聴くことが必

要であると認めたもの 

 

大学院学則の改正に関する事項 

教学に係る諸規程等の設置及び改正に関する事項 

大学院カリキュラムの改正に関する事項 

専任教員の大学院科目担当に関する事項 

既得単位の認定に関する事項 

大学院特待奨学生候補者及び継続認定の審査に関する事

項 

長期履修生の認定に関する事項 

研究科学生の除籍に関する事項 

研究科学生の懲戒に関する事項 

研究科学生の表彰に関する事項 

その他、意見を聴くことが必要であると学長が認めた 

事項 

 

 


